























るといえる。京都市によると「平成 26 年 9 月 15 日現在推計の京都市の 65 歳以上の高齢者人
口は 37 万 2380 人で，総人口に占める割合（以下，高齢化率）は 25.3％ となり，市内の約 4
人に 1人が 65 歳以上となっています」ということある。平成 22 年の国勢調査などを手掛かり
に楽只地区に限定してみていくと，平成 2年の調査で 3482 人だった人口は，20 年後の平成 22




は 587 名（男性 231 名，女性 356 名）で独居は 164 名（27.9％）であるが，楽只市営住宅に限
定すると 70 歳以上人口 129 名中，独居が 62 名と，ほぼ半数が独居となっている。朝日新聞が
47 都道府県と 20 政令指定市を対象に実施した調査によると，全国の公営住宅で，一人暮らし
の高齢者が全世帯の 4分の 1を占めているということである。「著しい「単身高齢化」を背景


























佛教大学総合研究所共同研究成果報告論文集「大学と地域の協働による共生のまちづくり」（2015 年 3 月）
（ ５８ ）












一日のサイクルとしては，午前 8 時に起床し，9 時からコーヒーを飲みに出かける。その
後，10 時から 14 時までに家の片づけ等をすませ，14 時過ぎに浴場の勤務に入る。22 時半に
勤務を終え，帰宅後はテレビを見たりしながらゆっくりと過ごし，午前 1時半ごろに就寝。週







79 歳男性。もともとこの地域で生まれ育ったが現在は地区外に住居を構えて 25 年になる。
息子家族（2組）が近くに住んでいる。最終学歴は小学校。小学校卒業後は農作物の運搬の手
伝いや靴製造の見習い，織屋での丁稚奉公などを経験。部落解放運動に従事し，昭和 32 年か
らは学校管理用務員を務める（23 歳から 31 歳まで）。定年まで用務員を続けることに不安を
感じ，水道局に転職し，平成 5年の定年を迎えるまで勤務。定年後も嘱託職員などで 10 年ほ
ど勤務。現在は楽只学区の地域活動の 3つの役職についている。生活は年金の受給によって成




























74 歳男性。妻と息子の 3 人で市営住宅に住んでいる。中学を卒業後，靴屋や日雇い，丁稚
奉公など職を転々とする。その後，小学校と中学校の用務員となるがそこも 10 年で辞め，浴




ないが，週に 2, 3 回診療所で血圧を測ったりする。月に数回，カラオケやパチンコにもいく。
遠出の旅行にはいかないが，よく妻と外食する。月に 1回は息子の左側で 3人で外食する。
近所にはいとこやきょうだいが住んでいる。最近の相談事はやはり経済的な困窮について。












































大阪市の 2000 年の実態調査によると，同和地区の高齢者世帯の年間収入は 100 万円未満が
29.8％（全国 12.9％），100 万～200 万未満が 42.3％（全国 30.3％），200 万から 300 万未満が














下のグラフは，93 年調査と 90 年国勢調査による年齢階層別の学歴構成であり，差別・貧困
による不就学が根強く残っていた時代とその後々の影響について示したものである。今回のイ
ンフォーマントは現在 67 歳から 79 歳であるので，およそ下の調査時期にはグラフの 45−49
歳，50−54 歳，55−59 歳にあたる。例えば 45−49 歳のところをみてみると，全体では初等教育
修了者が 32.2％ であるのに対し，部落では初等教育修了者が 61.2％ となっている。4 名の聞
き取りからも，職や住まいを転々としながら，学校教育から遠ざかって行った様子が明らかと
なった。























































































































































































わゆる Bonding capital は非常に豊かな地域であるといえる。しかしそれは非常に cognitive な
















芦田信之 2013 年「地域活性化をめざした高齢者 ICT 講習によるコミュニティつくり」成美大学紀要
第 4巻第 1号
部落解放研究所編『図説・今日の部落差別（第 3版）各地の実態調査結果より








ロバート・D. パットナム著 河田潤一訳 2001 年『哲学する民主主義』NTT 出版
（ほりけ ゆきよ 兼任研究員）
高齢者調査について（堀家由妃代）
（ ６９ ）
